
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

〃

〃

○

〃

〃

担

当

課

（

室

）

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

目

次

【

規

則

】

○

介

護

支

援

専

門

員

の

登

録

等

に

関

す

る

規

則

の

長

寿

社

会

課

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

平

成

三

十

年

二

月

岡

山

県

議

会

定

例

会

の

招

集

財

政

課

○

指

定

障

害

児

通

所

支

援

事

業

者

の

指

定

障

害

福

祉

課

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

〃

出

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

急

傾

斜

地

崩

壊

危

険

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

○

〃

〃

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

届

耕

地

課

○

県

営

土

地

改

良

事

業

変

更

計

画

の

縦

覧

〃

岡

山

県

公

報

平成３０年２月１６日 第１１９６５号



岡
山
県
規
則
第
一
号

◎
介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則

平
成
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
三
号

の
一
部
を

（
）

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
」
「

」
」
「

」

様
式
第
一
号
中

を

に

を

楷
書
で
明
瞭

楷
書
で
明
瞭

「
新
た
に
付
さ
れ
た
８
桁

８
桁

か
い

り
よ
う

け
た

、

に
改
め
る
。

「
タ
テ
」

「
縦
」

「
ヨ
コ
」

「
横
」

「
楷
書
で
明
瞭
」

「
楷
書
で
明

様
式
第
三
号
中

を

に

を

に

を

か
い

り
よ
う

、

、

瞭
」

「
新
た
に
付
さ
れ
た
８
桁
」

「
８
桁
」

「
す
べ
て
」

「
全
て
」

「
岡
山
県
収
入

に

を

に

を

に

け
た

、

、

、

を

に
改
め
る

証
紙
貼
付
欄
」

「
岡
山
県
収
入
証
紙
貼
付
欄
」

ち
よ
う

。

様
式
第
四
号
中

を
削
る

「
新
た
に
付
さ
れ
た
」

。

「
」
「

」
」
「

」

様
式
第
六
号
中

を

に

を

楷
書
で
明
瞭

楷
書
で
明
瞭

「
新
た
に
付
さ
れ
た
８
桁

８
桁

か
い

り
よ
う

け
た

、

に

を

に
改
め
る

「
岡
山
県
収
入
証
紙
貼
付
欄
」

「
岡
山
県
収
入
証
紙
貼
付
欄
」

ち
よ
う

、

。
楷
書
で
明
瞭

楷
書
で
明
瞭

「
新
た
に
付
さ
れ
た
８
桁
け
た

８

様
式
第
七
号
中

を

に

を

「
」
「

」
」
「

か
い

り
よ
う

け
た

、

に
改
め
る

桁
」

。

様
式
第
八
号
中

「

１
氏

名
１

書
換
え
事
項

２
住

所

２
登
録
番
号

」

を

「

１
登
録
番
号

」

「
「

に

を

に
改
め

を
削
る

３
２

「
新
た
に
付
さ
れ
た
」

、

、

。
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」
」

様
式
第
九
号
中

を

に
改
め

を
削
る

「
汚
損
し
又
は
」

「
汚
損
し
，
又
は
」

「
新
た
に
付
さ
れ
た
」

、

。

附

則

（
）

施
行
期
日

１

こ
の
規
則
は

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る

、

。

（
）

経
過
措
置

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る

用
紙
は

当
分
の
間

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

、

、

。

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
五
号

平
成
三
十
年
二
月
二
十
三
日
岡
山
県
議
会
定
例
会
を
岡
山
市
に
招
集
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
六
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ウ
ィ
ル
ケ
ア

総
社

２

所
在
地

総
社
市
総
社
一
〇
〇
〇

五

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
ウ
ィ
ル
ケ
ア

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
中
区
江
崎
一
三
五

一

－

三

指
定
年
月
日

平
成
三
十
年
二
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
五
〇
八
〇
〇
一
五
一

五

事
業
の
種
別

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
七
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

し
あ
わ
せ
工
房
総
社
事
業
所

２

所
在
地

総
社
市
駅
前
二
丁
目
六

一
九

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
フ
ィ
ル

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
外
神
楽
一
一
七
番
地
一

三

廃
止
年
月
日

平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
〇
八
〇
〇
四
五
七

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
）

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
八
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

こ
す
も
す
め
～
る
山
手
店

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
地
頭
片
山
六
五

二

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

有
限
会
社
友
野
電
気

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
地
頭
片
山
六
五

二

－

三

廃
止
年
月
日

平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
六
〇
〇
一
六
七

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

福
祉
用
具
貸
与

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡

「

野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

苫
田
郡
鏡
野
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡

「

野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡

「

野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡

「

野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

市
場
佐
用
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
・
五
～

美
作
市
宮
原
字
池
ノ
内
五
八
四
番
一
地
先
か
ら

美
作
市
宮
原
字
奥
た
た
ら
五
九
〇
番
一
地
先
ま

新

二
四
二
・
〇

二
八
・
三

で

五
・
四
～

美
作
市
宮
原
字
池
ノ
内
五
八
四
番
一
地
先
か
ら

美
作
市
宮
原
字
奥
た
た
ら
五
九
〇
番
一
地
先
ま

旧

二
四
二
・
〇

一
一
・
五

で

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

市
場
佐
用
線

美
作
市
宮
原
字
池
ノ
内
五
八
四
番
一
地
先
か
ら

平
成
三
十
年

美
作
市
宮
原
字
奥
た
た
ら
五
九
〇
番
一
地
先
ま
で

二
月
十
六
日

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
五
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

旭
ヶ
丘
地
区
（
追
加
）

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
十
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱

一
号
と
十
五
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

岡
山
県
倉
敷
市
連
島
町
連
島
字
稲
木
一
七
三
二
番
七

一
号

〃

〃

〃

〃

一
七
一
五
番

二
号

〃

〃

〃

字
新
倉
一
八
六
八
番
三
八

三
号

〃

〃

〃

〃

一
八
六
八
番
二
九

四
号

〃

〃

〃

〃

一
八
六
八
番
二
八

五
号

〃

〃

〃

〃

一
八
六
八
番
二
三

六
号
及
び
七
号

〃

〃

〃

字
妙
見
一
七
一
三
番

八
号
及
び
九
号

〃

〃

〃

字
稲
木
一
七
一
四
番

十
号

〃

〃

〃

〃

一
七
二
二
番

十
一
号

〃

〃

〃

〃

一
七
二
〇
番

十
二
号

〃

〃

〃

〃

一
七
一
八
番

十
三
号

〃

〃

〃

〃

一
七
三
二
番
五

十
四
号
及
び
十
五
号

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
六
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

山
の
鼻
地
区
（
追
加
）

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
十
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱

一
号
と
十
三
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

岡
山
県
倉
敷
市
広
江
二
丁
目
二
六
九
二
番
一
一

一
号

〃

〃

〃

二
六
九
二
番
九

二
号

〃

〃

〃

二
六
九
二
番
五

三
号

〃

〃

〃

二
六
七
七
番
一

四
号

〃

〃

〃

二
六
九
二
番
二
〇

五
号

〃

〃

〃

二
六
七
三
番
二

六
号

〃

〃

〃

二
六
三
〇
番
一

〃

〃

〃

二
六
三
〇
番
二

七
号
及
び
八
号
（
筆
界
未
定
）

〃

〃

〃

二
六
三
〇
番
三

〃

〃

〃

二
六
七
一
番
一

九
号

〃

〃

〃

二
六
七
〇
番
一

十
号

〃

〃

〃

二
六
六
九
番
一

十
一
号

〃

〃

〃

二
六
六
九
番
二

十
二
号

〃

〃

〃

二
六
八
一
番
三

十
三
号

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



〔

〕

（

）

、

六
二

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

滝
谷
池
土
地
改
良
区

二

退
任
役
員

退
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

事
の
別

富
田

健

岡
山
市
北
区
建
部
町
角
石
谷
六
一
四

一

監

事

－

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

〔
六
三
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

、

平
山
新
池

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

県
営
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
等
整
備

計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

地
区
）

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
土
地
改
良
事
業

平
山
新
池
地
区
）
変
更
計
画
書

（
た
め
池
等
整
備

二

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日
か
ら
同
年
三
月
九
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

岡
山
市
北
区
役
所

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

〔
六
四
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

、

入
江
地

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

県
営
土
地
改
良
事
業
（
用
排
水
施
設
整
備

計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

区
）こ

の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
土
地
改
良
事
業

入
江
地
区
）
変
更
計
画
書

（
用
排
水
施
設
整
備

二

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日
か
ら
同
年
三
月
九
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

笠
岡
市
役
所

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

〔
六
五
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

、

上
見
池
地

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

県
営
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
等
整
備

計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

区
）こ

の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
土
地
改
良
事
業

上
見
池
地
区
）
変
更
計
画
書

（
た
め
池
等
整
備

二

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日
か
ら
同
年
三
月
九
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

和
気
町
役
場

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号



〔
六
六
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
三
十
年
二
月
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

道

路

の

位

置

（

）
（

）

指

定

年

月

日

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

岡
山
県
指
令
備
中
局

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
上
引
堂
五
一

四
・
〇
〇

三
四
・
一
七

建
第
二
〇
四
一
号

八
八
番
四
、
五
一
八
八
番
四
地
先
水
路

平
成
三
十
年
二
月
七

日

平成３０年２月１６日　岡山県公報　第１１９６５号


